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1.は じ め に

ヴ ィク トル ・ユ ゴー(VictorMarieHugo,1802-1885)は,一 般 的 には小 説家 と し

て知 られ てい る。 とくにロマ ン派 の旗 手 として,19世 紀 の文壇 を飾 った こ とは著 名

で あ り,思 想 的 には,ヒ ューマ ニズ ムあふ れ る,共 和 主義 の信 奉者 と してそ の名 を

馳せ てい る。

しか し,こ う したユ ゴー像 はそ の特 徴 の一 端 を描 写 して い るが,あ る意 味 で は,

ユ ゴー を簸小 化 して お り,悪 くす る とそ の実像 を歪 めかね ない危 険性 もあ る。 とい

うのは,実 際 のユ ゴー は,そ の思 想や 行動 にお いてか な り多様 で あ り,多 面 的で あ

ったか らであ る。 じつ に複 雑 な ダイナ ミックな面 を もって いたの であ る。 まず何 よ

りも彼 は,小 説 家 とい う よ りは詩人 であ り,ま た,た くさんの戯 曲,エ ッセ ー,政

治社 会論,文 学 論 も残 してい る。そ の思想 も,後 にみ るよ うに時代 とともに変 遷 を

重 ね,単 なる共和 主義 で は終 ってい ない。

また,行 動面 にお いて も,言 葉 を駆 使 して時代 や社 会 を変 え よ う とす る文 人 と し

ての側 面 を もち なが ら,実 際 に政治 家 と して政 治 の舞台 にた った こ と も多 か った。

政 治家ユ ゴー と しての側面 は,案 外知 られてい ない のであ る。 と くに晩年 のユ ゴー

は,宗 教 的 な もの に凝 り,降 霊術 に走 った りした。

この ようにユ ゴーは,そ の実像 は極 め て多彩 で あ り,多 面 的で あ る。 こ う した と

ころか ら,ユ ゴーの こ とを放 物面 鏡 と とらえる見方 もあ る1)。 実 にユ ゴーは,多 く

の偉大 な思想 家 や人物 が そ うで あ る ように,異 なっ た光 をあ て るたび ご とに新 た な

輝 きを発す る多 角的 な側 面 を もちあ わせ て いたの であ る2)。

と くに彼 の思想 遍歴 は,本 人 も独 白 して い る よ うに時代 とと もに変化 して い る。

王政 主義 に始 まって,自 由主義,社 会 主義,民 主主 義 そ して共和 主義 へ と移 行 して
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い った。 一 時 と して と どま らなか った ので あ る。 しか もそ の思想 遍歴 は,19世 紀,

フラ ンスの政治体 制 の変化 とほぼ符合 して い る。 これ は換 言す れ ば,ユ ゴー とい う

人 は,よ くい えば時流 の変化 を見抜 くの に長 けて お り,悪 くい えば時代 に迎合 しや

すか った とい え よ う。 いず れに して もユ ゴーは,19世 紀 とい う時代 とと もに生 き,

その 時代 の空気 を吸収 しなが ら,時 代 の もつ 矛盾 の変革 に と りくんでい った行動 的

な思想 家 であ り政 治家 であ ったの であ る。

た だ,多 様 なユ ゴーの思想遍 歴 の中 にあ って,変 わ らぬ もの と して存 在 していた

のが,ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル ト(NapoleonIe「Bonaparte,1769-1821)へ の憧 れ,す

なわ ち,ボ ナパ ルテ ィズ ム(Bonapartisme)で あ った。 ナポ レオ ン1世 へ の憧 憬 と

もい うべ きボナパ ル テ ィズ ム こそ,変 化 の激 しいユ ゴー の思想 遍歴 の根 底 にあ って,

ほぼ終生 変 わ らぬ もの と して存 続 し続 けたの であ る。換 言 す るな らば,変 動 す るユ

ゴーの思 想 の断面 を切 り開 くと,そ の奥 に はつ ね にボナパ ル テ ィズ ムの片鱗 が顔 を

のぞ かせ てい た とい え る。彼 が そ の大作 『レ ・ミゼ ラブル』(LesMiserables)を,

1861年6月30日,ワ ー テル ローの古 戦場 を訪 れ,ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トの こ とを

偲 び なが ら,締 め括 った話 はあ ま りに も有 名 で あ る。ユ ゴー は書 いて い る。 「私 は

『レ ・ミゼ ラブル』 をワー テル ロー の古戦 場 で,ワ ーテ ル ローの戦 いの あ ったの と

同 じ月,今 日,1861年6月30日 午前8時30分 に書 き終 えた3)」 と。

本 稿 は,こ う した観 点 か ら,従 来 あ ま り顧 み られ る こ との なかっ た,ユ ゴー とボ

ナパ ルテ ィズ ムの関係 を考 察す る こ とを 目的 と して いる4)。 とい うの も,ユ ゴー に

お け るボナパ ルテ ィズ ム を把握 す る こ とは,彼 の思想 をそ の基軸 か ら理解 す る一助

とな り,ま た,ボ ナパ ルテ ィズム に とって も,ユ ゴーに よって,19世 紀 を生 きぬ く

思潮 と して,そ の息吹 を吹 き込 まれ た とい う面が あ るか らであ る。 じつ に,ユ ゴ0

とボナパ ル テ ィズ ムの 関係 を考察 す る こ とは,そ の両者 の それぞ れの意 味 を よ り深

く理解 す るこ とに役立 つ であ ろ う。

そ こで本稿 で は,第1に,ユ ゴーの思 想遍 歴 を概 観 し,そ の全 体像 を把 握 す る。

第2に,ユ ゴーが ボナパ ルテ ィズ ムの どこに共鳴 したのか,両 者 の接 点 を探 る。第

3に,ユ ゴー のボ ナパ ルテ ィズ ム は どの よ うに して形成 された のか,そ の原 因 を考

察す る。 第4に,ボ ナパ ルテ ィズ ムに傾斜 したユ ゴー とナ ポ レオ ン3世 が対立 した

様相 を描 く,そ して第5に,そ の対立 の意 味 を掘 り下 げ なが ら,ユ ゴー とボナパ ル

テ ィズ ムの 関係 の本 質 を別扶 してい くこ とにす る。

結 論 を先取 りしてい えば,ユ ゴー の思想 の根底 には,ボ ナパ ルテ ィズムが 一貫 し

て流 れ てお り,そ れ はロマ ン主 義 をは じめ,自 由主義,社 会 主義,民 主 主義,共 和

主義 を も貫 いてい て,と くに晩 年,ユ ゴーがの め り込んで い った宗教 的な もの とも

共 鳴 してい る部分が あ った とい える。 大作 『レ ・ミゼ ラブル』 は,そ の点 を如 実 に

示 唆 してお り,ユ ゴー はナポ レオ ン ・ボナパ ル トの 出現 と衰 退 の意味 を,そ の宗教

観 の うえか ら分析 した のであ る。ユ ゴー にお ける ボナパ ルテ ィズム こそ,多 様 な思

想 遍歴 を重 ね た彼 の胸 中 にあ っ て,つ ね に存在 してい た不 動 の 部分 だ っ たの で あ

る。
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2.ユ ゴ ー の 思 想 遍 歴

ユ ゴー はそ の思想 を生 涯 にお い て何 度 も変 えて い る。 い な時代 の変 遷 と ともに,

そ の考 え方 を変化 させ て いるの であ る。そ の こ とをユ ゴー 自らが,1850年 代前 半 に,

未定稿 の 中で 自 らの半 生 を振 り返 りなが ら,次 の よ うに独 白 して いる5)。

「自分 の時代 の政治 的変 革 や社 会 の変動 が 理解 で きる よ うにな り,そ れ らにかか

わ りを持つ よ うになった年齢 か ら,以 下 に示 す段 階 をわた しの良心 はあ いつ いで経

て きた。絶 え間 な く,一 日と して後退 す る ことな く,一 私 は こう 自負す るの だが一

光 に向か って進 みつつ 以下 の段 階 を経 て きたので あ る。

1818年 一 王党 派

1824年 一 王党 派 ・自由主 義者

1827年 一 自由主義者

1828年 一 自由主義者 ・社会 主 義者

1830年 一 自由主義者 ・社 会主 義者 ・民主 主義者

1849年 一 自由主義者 ・社 会主義 者 ・民主 主義者 ・共和 主義者 」。

ここで注 目すべ きこ とは,ユ ゴー は こ うした思想 遍歴 を,決 して変節 とはい って

いない とい うこ とで あ る。 む しろ,光 に向か って進み ゆ く良心 が そ こには存在 して

いた と 自負 してい る。 彼 に とって は,時 代 を貫 く自 らの良心 が厳然 とあ り,そ れが

時 の経過 と ともに,あ らゆ る変 革や変 動 の本 質 を見抜 け る ように発 展 して きた とい

うので あ る。 自分の 良心 は,光 に向 か ってた ゆ まぬ 向上 を続 け て きた とい うこ とに

な る。

こう した彼 の 自己解 釈 は,そ の ま ま受 け入 れ るに して も,ひ とつ気 にな る点が あ

る。そ れは彼 自身,自 らが ボナパ ルテ ィス トで あ る とい う ことには全 く言及 して い

ない,と い うこ とであ る。彼 自身,母 ソ フィ0・ フ ラ ンソ ワー ズ ・トレビュ シェが

亡 くなって,父 ジ ョゼ フ ・レオポ ル ・シ ジスベ ー ル ・ユ ゴー と暮 らす ようにな って

か らは,父 の影 響 を受 けて,ナ ポ レオ ン ・ボ ナパ ル トを尊敬 す る ように なった こ と

は事 実 であ り,彼 の多 くの作 品の 中で も,ナ ポ レオ ン1世 へ の憧憬 の念 は明示 され

ている 。 『ヴ ァ ン ドー ム広場 の記 念柱 に よせ るオ ー ド』(1827年)はsユ ゴーの ボナ

パ ル テ ィズ ム を謳 った初期 の代 表的 な詩 であ るが ,そ れ以後 も,ユ ゴーのナ ポ レオ

ン ・ボ ナパ ル トに寄せ る気 持 ちは強 い。

こ う した明 白な背 景 が あ るに もかか わ らず,な ぜ ユ ゴー は,未 定稿 にお いて は,

ボナパ ルテ ィス トで あ った,い な,あ る,と い うこ とを告 白 してい ないので あろ う

か。 そ れは,あ えて い えば 自身のボ ナパ ルテ ィス トとして の信 条 は,不 動 の 良心 そ

の もの で あ り,今 更,光 に向か って向上 すべ きもので はなか ったの か も しれ ない。

ボナパ ルテ ィズム は,本 質 的 にユ ゴ.___思想 の底 流 をな して いたの であ る。

そ こで本 章 で は,こ う した点 を念頭 に置 きなが ら,ユ ゴーが 未定稿 の 中で 自己分

析 したの とは違 う角度 か ら,彼 の思想 遍歴 を ま とめてみ る こ とにす る。理解 を助 け

るため に,以 下 の よ うな期 に分 けて考 察 してみ る こ とに しよ う6)。
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これ は19世 紀 の フ ラ ンスの政 治体制 の変化 とほ ぼ軌 を一 に してい る。

(1)第1期1814-1830年

この時代 は,ユ ゴーの思 想 の形成 期 であ り,い わ ば基層 部 分 の構 築 時 で あ った。

政 治 的 に は,ナ ポ レ オ ン ・ボ ナ パ ル トの 第 一 帝 政 が 崩 壊 した後 の 王 政 復 古 期

(Restauration)に あた ってい る。

ヴ ィク トル ・ユ ゴー は1802年2月26日,ナ ポ レオ ン摩i下の軍 人(将 校)ジ ョゼ

フ ・レオポ ル ・シジスベ ール ・ユ ゴ0を 父 に,船 長 の娘 で伯母 と田舎の農 場 で生活

してい た堅 実 な女性 ソフ ィー ・フ ラ ンソワーズ ・トレビュシ ェを母 に,フ ラ ンス東

部 の町 ブザ ンソン(Besancon)で 誕 生 した。ユ ゴーが幼 い頃,父 はナポ レオ ン軍の

職業 軍人 と して任 地へ 赴 くこ とが 多 か ったため,家 には不 在 が ちであ った。 その た

めユ ゴー は,母 か ら影響 を受 ける こ とが多 く,母 は熱心 な王 政主義 者 であ った ため,

彼 もまた幼 い 頃は王政 を賛 美 してい た。一方 でユ ゴー は,早 くか らその詩 的 な才能

を発揮 し,15才 の時 に は,ア カデ ミー ・フラ ンセーズ の詩の コ ンクー ルで選外佳作

に選 ばれ た。 そ して,1822年,20才 の時,処 女 詩 集 『オー ドと雑詠 集 』(Odeset

Poesiesdiverses)を 出版 したが,そ れは王家 を賛 え,宗 教 を賛 美 してい たの で,国

工 ルイ18世(LouisXVIII)を い た く感動 させ た。 その時,ユ ゴー は奨学金 と して年

金1,000フ ラ ンを受 け る とい う栄誉 に浴 す こ とにな っ た。 また,1825年4月 に は,

ユ ゴ ー の 国 王 と教 会 へ の 貢 献 が 評 価 さ れ て,レ ジ ョ ン ・ ドヌ0ル(Legion

d'honneur)勲 章 を授 与 され た。 しか も,同 年5月 の ラ ンス での新 国王 シャル ル10

世(CharlesX)の 聖 別 式 に は正 式 に招 待 を受 け た。 じつ に若 き日のユ ゴー は,王

党派一 色 とい って もよい ほ どの王 政主義 者 であ った。

しか し,そ の詩 の手 法 は,い わゆ る形 式や規 則 を重視 す る伝 統 的な古典 派の それ

で はな く,人 間の生命 や魂 の喜 び を 自由闊達 に謳 い上 げ るロマ ン主義 の方 法で あ っ

た。ユ ゴー はその方法 を駆使 して,次 か ら次へ と作 品 を発 表 し,や がて ロマ ン派の

旗手 と して頭 角 をあ らわ してい った。ユ ゴーが22才 の時,す な わち,1824年 を機 に,

彼 は ロマ ン派 の若 きリー ダ となった。 思想 的 には王 政主 義,詩 人 と して は ロマ ン派

とい うの がそ の頃のユ ゴーの特徴 で あ った。

ただユ ゴーは,工 政 を信奉 してい たが,た んな る保守 主義者 で はなか った。伝 統

の枠 に閉 じこ も り,従 来 の形式 に甘 ん じる慣 習 を よ しとは しなか った。 よ りよき も

のを求 め,そ の ため には従 来 の形式 や規則 を容赦 な く変更す る こと も辞 さなか った。

いな,積 極 的にそ れ らを打破 してい った のであ る。

ユ ゴーが生 涯 にわた って求め た もの一 それ は解放 であ った。人 間の魂 を自巾 に し

て,生 命 の歓喜 を謳 い あげて い くこ とこそユ ゴーの最大 の モチー フで あった。 その

ため に,彼 が まず手 が けた こ とは,文 学 の解 放 であ る。 形式 や規則 に と らわれた死

せ る文学 か ら,の びの び と人 間の魂 の 自由 を謳 いあ げ る文学へ の転換 。 この 文学 の

解放 こそが,ユ ゴー に とって最 初 に取 り組 むべ き課題 であ った。 とい うの も,解 放

され た文 学 は,必 ず 人 間の解 放 を もた らす か らであ る。ユ ゴー の人間 の解 放へ の旅
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立 ち は,ま ず 文学 の解 放 か ら始 まったの であ る。

王政主 義者 で ロマ ン派 の旗手 であ ったユ ゴー は,こ の時代 にお いて は,以 上 の よ

うに文学 の解放 者 であ っが,じ つ は この期 にお いてユ ゴーの 内面 で は,も うひ とつ

の重大 な変化 が生 じてい た。 それ はボナパ ルテ ィズ ムへ の傾斜 で あ る。1821年,ユ

ゴーが19才 の時,母 ソフ ィが病死 す る と,そ れ まで疎遠 で あ った父 との接触 の機会

が 増大 した。 ナ ポ レオ ン鷹 下 の軍人 であ る父 は,ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トの熱 烈 な

信奉 者 であ り,彼 は折 りあ る ごとに,ユ ゴー に英 雄 ナポ レオ ンの勇 姿 を語 った。そ

う した 中か ら,や が て青年 ユ ゴー の胸 中 にはナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トへ の尊敬 の念

が 芽生 え,そ れ は崇 拝 の気 持 とな り,つ い には,ひ とつ の信 条へ と昇 華 してい った。

その結 晶が,1827年 の ナポ レオ ン1世 へ の憧 憬 の念 をこめ た詩集 『ヴ ァ ン ドー ム広

場 の記念柱 に よせ るオー ド』 であ る。以後,ユ ゴーのナ ポ レオ ン崇拝熱 は,そ の後

も一貫 して変 わ る こ とな く,生 涯 にわ たってユ ゴーの思想 の基軸 を貫 くこ とになる

ので ある。

この よ うにユ ゴーの思 想 の形 成期 は,幼 少 の頃 は母親 の影響 を受 けて王政 主義 が

強か ったが,や が て父親 に感化 されて ボナパ ルテ ィズ ムが そ の深 層 部 を占めて いっ

た。王 政主 義者 に してボ ナパ ル テ ィス トとい う二重構 造が ユ ゴー の思想 形成 の 第1

期 の特徴 だっ たので あ る。

(2)第2期1830-1840年

この時代 は,ユ ゴーの思想 の転換 期 とい え よう。 政治体 制 と しては1830年 の7月

革命(RevolutiondeJuillet)で 復 古王 政が倒 れ,七 月王 政(lamonarchiedeJuillet)

が誕生 し,そ れが継続 してい た時 で ある。 この時期 に王 政主義 者 であ ったユ ゴー に

ひ とつの転 機が 訪れ た。 それ は,自 由主義へ の 目覚 め であ る。 国王 や一部 の特権 階

層 だけが 政治権 力 を握 るので はな く,フ ラ ンス革命 当時の人権 宣 言が謳 った ように,

主権 は本 来 国民 にあ る(leprincipedetoutesouveraineteresideessentiellement

danslanation7))と の思想 が浮上 す る。政治 的 に も,自 由 の幅が広 が る こ とが 人 間

の解 放 につ なが る,と の思 いが 強 まるので あ る。

ユ ゴーの思想 に,こ の ような転換 を もた ら したの は,次 の2の 契 機で あ った。 ひ

とつ は,批 評 家サ ン ト ・ブー ヴ(Saint-Beuve)と の 出会 い,も うひ とつ は,1830

年7月 の7月 革 命 であ った。

1827年,ユ ゴー は戯 曲 『クロム ウェル』(Cromwell)の 序 文(Lapreface)を 著す

が,そ れ は ロマ ン主義 の宣 言書 となる と同時 に,批 評家 サ ン ト ・ブー ヴ との交 際が

始 まる切掛 とな った。 サ ン ト ・ブー ヴは 自由主義 的 な考 えの持 ち主 であ り,ユ ゴー

は彼 か ら強い影響 を受 けた。1830年,ユ ゴーは劇作 『エ ル ナニ』(Hernani)を 発表

す るが,そ れ には 自由主義 が色濃 く反 映 され てお り,以 後,ユ ゴーは 自由主義 ロマ

ン派 と椰楡 され るよ うにな ったので ある。

この よ うに,自 由主 義 に傾 倒 して い くユ ゴ0に 追 い打 ち をかけ たのが,1830年 の

7月 革命 であ った。政 治 的な 自由 を求 めて勃発 したその革命 を 目の あた りに したユ
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ゴー は 自由主義が 時代 の思潮 であ る こ とを見抜 き,自 らもまたその信 条 を,自 由主

義 に転換 させ て いっ たので ある。

か く してユ ゴーは,自 由主義 を信奉 す る よ うに なるが,そ れ とと もに文学 につ い

ての考 え方 も変化 させ てい った。 それ は,こ れ まで の古 典 主義 か らロマ ン派へ の転

換 とい う文学 の世界 の解放 に とど まるだけで はな く,解 放 され た文学 を もって,社

会 の解放 に あた る との信念 を もつ にいた ったの であ る。 たん に文学 の世 界 だけ に閉

じ込 もって い るの で はな く,弱 者 の救 済 とい う社 会 の解 放 に もかか わって い く必要

が あ るこ とをユ ゴー は痛感 す る よ うに なる。 そ の具体 的 な形 が,刑 法 の改正,死 刑

廃 止 運 動 に取 り組 ん だ こ とで あ っ た 。 ユ829年,彼 は 『死 刑 囚 最 後 の 日』(Le

DernierJourd'unCondamne)を 出版 し,そ れ まで民衆 に とって はひ とつの娯 楽 と

して扱 われて いた死刑 を神 の意志 に反 し,人 道主 義 に逆 らう暴挙 であ る と糾弾 した。

自由主義へ の覚醒 とと もに,ユ ゴー に とっては,文 学 は社 会 の不正 を正 し,社 会的

弱者 を救 済す る手段 と して位 置付 け られ る ようにな ってい ったの であ る。

ユ ゴ0が 自由主義 と社 会 的解 放 を結合 させ るよ うにな った背 景 に は,当 時 の時代

状 況 もあった。7月 革 命以後 の,い わゆ る七 月王 政の時代 は,フ ランス の資本 主義

の土 台が築 か れた時 であ った。 フラ ンス は産 業革 命 を経験 し,そ の経 済 を発 展 させ

てい た。 しか し,経 済 や産業 の発展 とともに,社 会的矛盾 も浮上 し,貧 富 の格 差が

拡 大 した。 富 める者 は一部 の富裕層 に限定 され,多 くの民 衆 は貧 困 と悲惨 の2字 に

喘い だ。犯 罪 をは じめ多 くの社 会 的矛盾 が露呈 したので あ る。

こ う した事 態 に直面 したユ ゴー は,自 由主義 の価 値 を認め なが らも,文 学 の力 を

もって,社 会的弱 者 を救 済す るこ とに挑 戦 した。 と くに作 家が,社 会 的 関心 を もつ

ように力 説 した ので あ る。1834年 ユ ゴ0は 記 した。 「芸術 は美 だ けを求 め るの は も

うや め よう。善 も求め てい こう。私 たち作家 は,社 会 に善 を行 う責任 が あ るのだ」8)

と。 と同 時 に,こ の 間ユ ゴ ー は1841年,ア カ デ ミー ・フ ラ セ ズ(1'Academie

frangaise>の 会 員 とな り,1845年 には貴族 院議員 に任 じられる。 しか し,他 方 で は,

1843年,最 愛 の長女 レオポ ルデ ィー ヌを不 慮 の事故 で失 い,塗 炭 の苦 しみ に も遭 遇

した ので あ る。

この第2期 におい て,ユ ゴー は社 会 の解 放 をめ ざす とい ったが,こ の段 階で は ま

だ,社 会 問題の解 決 と実際 の政 治形態 の あ り方 とを結 び付 けて考 えて はい なか った。

ユ ゴー は,主 権が 人民 にあ るの は よい。 しか し,人 民が実 際 にそれ を行 使す るこ と

には反対 であ った。人民 には まだその 能力 はない とみ てい たので ある。したが って,

理想 的 な政 治体制 と して は,賢 明 な君 主が憲法 に もとず いて政 治 を行 な う立憲君 主

政が よい と考 えてい た。彼 自身,社 会 の解 放 の ため に,本 格 的 に政治 にかか わって

い こ うとの思 いは,ま だ希 薄で あ った とい って よいで あろ う。

(3)第3期1848-1873年

こ の 時 期 は,第 二 共 和 政(laSecondeRepulique)か ら第 二 帝 政(leSecond

Empire)を 経 て 第 三 共 和 政(laTroisiさmeRepublique)に 至 る時 で あ る 。1848年2
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月,2月 革 命(RevolutiondeFevrier)が 勃発 す る と,ユ ゴー は,国 王 ル イ ・フ ィ

リ ップ(LouisPhilippe)の 長子 の嫁 で あ るオル レア ン公 妃 に よる摂 政 制 を支持 し,

街頭 で それ を訴 えたが,そ の声 はたち まちの うち に,民 衆 の罵声 に よってか き消 さ

れて しまった。 「まっ ぴ らだ。 国王 も王妃 も もうた くさんだ」 との叫 びが彷 彿 と し

て湧 き起 こったので あ る。 王政 に対す る民衆 の その ような憤 激 を前 に して,ユ ゴー

は考 え方 の転換 を余儀 な くされた。す なわち,も はや民 衆 の力 を無 視す るこ とはで

きない。 人民 は主権 を もつ と同時 にそれ を行使 で きるのだ と。 また理想 的 な政治体

制 は,共 和 政 であ る とみ なす にい たった。1849年,彼 は 自分 は共和 主義 者 にな る と

い うこ とを正式 に宣 言 した。

それ と同時 に,ユ ゴー は社 会 の解放 の ため には,政 治の力 が不 可欠 であ る と認識

す る にい た り,自 ら もまた,本 格 的 に政 治 の 舞 台 に立つ こ とを決 意 した。 彼 は,

1848年6月5日 の憲 法制定 国民議 会 の補 欠 選挙 に立候補 して当選 し,1849年5月13

日の立法 議会 の選挙 で もパ リ選 出 の国会議 員 に選 ば れたの であ る。

当初 ユ ゴー は,文 学の解 放 を もって社 会 を変革 で きる と考 えてい たが,や がて そ

れで は不 十分 であ る と感 じ,社 会 の解 放 その もの にか かわ る必要性 を痛 感 した。 だ

が,そ れで も十分で は な く,こ こに政 治 の力 を もって社 会改 革 に取 り組 む よ うにな

ったの であ る。 こ う した変 化 は,民 衆 の力 が台頭 し,民 衆が 政治 に参加 す る形 態が

成立 してい くに したが って,政 治 の力 が ます ます 強 くな ってい る とい うこ とをユ ゴ

0が 実感 したか らに他 な らなか った
。 政治 こそが,人 間 と社 会 を動 かす鍵 であ る と

彼 は確 信 したので ある。

この ようにユ ゴーは,当 初,政 治 に は距離 を置 き,言 葉 の力で社 会 を変革 しよ う

と したが,や がて政 治 との距離 をせ ばめ,政 治 にかか わ ってい くので あ る。 それ で

も一 時 は,有 力 な政 治家 の助言者 とな り,政 治 を動か そ う と したが,や が ては 自 ら

が政 治 に乗 り出 してい くこ とにな った。言葉 を武 器 にす るユ ゴー に とって は,文 学

もそ して政治 も言葉 で表現 す る もの との認識 が あ り,文 学か ら政 治の世界 に行 くの

に もそ れほ ど抵 抗 はなか った ので ある。

政 治家 ユ ゴーが政 治 におい て まず手掛 けた こ とは,人 々の物質 的生活 の 向上 で あ

り,ま た精 神生 活面 での 充実 であ った。前者 につ い ては,ユ ゴー は立法議 会 の議員

として貧 困の撲 滅 にた ち向か い,社 会福 祉 の整 備 を訴 えた。彼 の考 えに よれ ば,一

切 の人 間の不 幸 や悪 は,貧 困か ら生 じるのであ り,貧 困が最大 の 障害で あ った。 し

たが って,貧 困の一掃 を喝破 したの であ る。後者 につ いて は,教 育の改 革 を主 張 し,

と くに教育 の 自由 を尊 重 した。 同時 に,人 道主 義 や人 々の行動 の 自由 こそが人 間の

価 値 を高 め,精 神 の豊 か さをはか る方途 で あ る と論 じた。 政治 と教育 の分野 におけ

る 自由,無 知 と貧困 の克服 こそが,ユ ゴー に とっての最大 の政 治 目標 で あ ったので

あ る。

したが って,こ う した観点 か らす る と,後 にユ ゴー と敵対 関係 に陥る ルイ ・ナポ

レオ ン ・ボ ナパ ル ト(LouisNapoleonBonaparte),後 の皇 帝 ナ ポ レオ ン3世

(Napoleonm)と の 関係 も,出 会 い の頃 は決 して悪 くはなか った。2人 の政 治 目標

には共通 す る部分 があ った か らで あ る。
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ユ ゴー は,1848年6月5日 の憲 法制 定 国民 議会 の補 欠選挙 で議i員に選 出 され るが,

その 時,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トも4県 か ら選 出 され てい た。 ル イは,当 時

は,ロ ン ドンに亡 命 中で あ り,自 分 は フラ ンス に対 して野心 を もつ もの では ない と

い うこ とを喧伝す るため に,当 選 を辞 退 して しまった。 ル イの作 戦 は功 を奏 し,ボ

ナパ ル ト家 に対す る同情 が集 ま り,同 家 に対 す る追放令 の解 除 に役 立 った。す る と,

同年9月 の補 欠選挙 では ルイは再 度立候 補 し,ま た も議員 に選 出 された。 今度 は彼

もそ れ を受 諾 して,9月24日,パ リに合 法的 に帰還 したので あ る。

そ して第 二共和 国 は,11月4日,第 二 共和政 憲法 を制定 し,12月10日 に大統領 選

挙 を行 な うと発表 した。 ルイ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トは,今 度 はその大 統領選 に

立候補 す る こ とを表 明 し選挙 運動 に入 った。ユ ゴー は国会 議員 として,大 統領 選挙

が公 明正大 に行 なわ れ,共 和 政が 定着 す るこ とに期待 す る とい う旨の声 明 を出 した

りしてい たが,あ る 日,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トの訪 問 を受 けた。他 の3人

の候補 と競合 してい たル イは,国 民 の問で 国民 的な文化 人 として人気 の高 いユ ゴー

の支持 を取 りつ け る ことに よって,選 挙 戦 を有 利 に運 ぼ う とした のであ る。 ルイ は

ユ ゴー に,自 分 は 自由 と民 主主義 の ため に貢献 す るの で,是 非 支持 をお願 い したい

と要請 した。

一方
,ナ ポ レオ ン ・ボ ナパル トを崇拝 す るユ ゴー に してみ れば,ル イ ・ナ ポ レオ

ン ・ボナパ ル トは,彼 の甥 であ り,今 やボ ナパ ル ト家 の直系 であ る。 ユ ゴー は,ル

イにナポ レオ ンの面影 を思 い合 わせ て何 と もい えない追慕 の念 にか られ た。しか も,

ル イは貧 困の撲滅 を謳 い 自由 を賛 美 してい る。政治 的信 条 もユ ゴーに共通 す る とこ

ろが多 か った。 と くに,有 力 な政 治家 の顧 問 となって,現 実 の政治 を動か したい と

考 えてい たユ ゴー に とっては,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トが大統 領 に当選 すれ

ば,そ の 指 南 役 とな っ て政 治 を左 右 で き る よ う に な る との思 惑 も働 い た の で あ

る9)。

か くしてユ ゴー は,ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トへ の支援 を約束 し,自 らが創

刊 した 「エ ヴ ェヌマ ン」(i1'Evenement)紙 上 で,彼 を支持 す る一大 キ ャ ンペ ー ンを

張 っ た。 その 甲斐 もあ っ てか,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トは,750万 票 もの得

票 を えて圧 勝 した。ユ ゴー も多 くの民 衆 も,ル イ に新 しい時代 の到 来 を期 待 したの

で あ る。

しか し,破 局 はす ぐに訪れ た。大 統領 に なった ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トは,

自分 の大 統領 としての任 期 は,1852年5月 の第2日 曜 日(9日)ま で で あ ったが,

やが て 自 らの再選が 可能 に なる よ うに憲法 の改正 を提案 した。1851年7月19日,議i

会 は憲法 改正 案 に対 して賛成446票,反 対278票 とい う結 果 を示 したが,改 正 とす る

に は97票 足 りなか った10)。こう した議 会 の抵 抗 に対 して,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナ

パ ル トは,12月2日,ク ー デ タを敢 行 し,議 会 を閉鎖 して しまった。 この暴挙 に急

進派 の議 員 た ちが たち あが り,彼 らが 中心 とな って ただ ち に抵 抗組織 が作 られた。

民 衆 地 区 に はバ リケー ドも構築 され,そ の 中 には,ユ ゴー の姿 も見 られ た ので あ

る。

ユ ゴー に してみ れ ば,ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トは,自 由民主 主義,共 和 政
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体 を守 って くれ る守 護神 の はず で あ った。 その ル イが,自 らの約 束 を反故 に して,

独裁 に走 ろ うと した。これ は,ユ ゴー に とっては許せ ない行為 で あ った。以後彼 は,

ルイ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トを不倶 戴天 の敵 とみ な し,徹 底 抗戦 を誓 うの であ る。

そ れは,イ ギ リス領 の ジ ャー ジー島 とガー ンジー 島へ の亡 命 とい う形 を とっ て現 わ

れ,亡 命先 か ら,皇 帝 ナ ポ レオ ン3世 となった ル イに言論 のつ ぶ て を浴 びせ続 けた

の であ る。

だれ よ りもボナパ ルテ ィス トであ ったユ ゴー は,皮 肉 に もナポ レオ ン3世 と対 立

す る こ とに なった。 しか し,だ か ら とい って,ユ ゴー は,ボ ナパ ルテ ィズム を放 棄

したわ けで はない。 それ どころか,ユ ゴーが 否定 した のは,あ くまで も独 裁者 皇帝

ナ ポ レオ ン3世 であ り,ナ ポ レオ ン ・ボ ナパ ル トや 自分 の懐 くボナパ ルテ ィズム像

には,む しろ強 い確 信 を懐 くの であ る。そ の証拠 が,亡 命 時代 にユ ゴーが 執筆 した

数 々の作 品 にあ らわ れて い る。 と くに大作 『レ ・ミゼ ラブ ル』 の 中で は,ナ ポ レオ

ン ・ボナパ ル トへ の追慕 の念 が深 く表 明 されて い る。 この点 は,後 に詳述 す るが,

ユ ゴー に とって,皇 帝 ナ ポ レオ ン3世 を断罪 す る こ とは,ボ ナパ ルテ ィズム を否定

す る こ とで はな く,か え って ボナパ ル テ ィズ ムへ の 思い を強 くす る こ とであ った。

い な,ボ ナパ ルテ ィズムへ の思 いが強 か ったか らこそ,自 分 の理想 に反 した ナポ レ

オ ン3世 を許す こ とが で きなか った とい え よう。

この第3期 は,ユ ゴー の人生 に とって は,19年 間 に及 ぶ亡命 生活 とい う激動期 で

あ ったが,じ つ は思想 的 には,自 由主 義及 び共和 主義 の円熟期 で あ り,何 よ りもボ

ナパ ル テ ィズ ム信 仰 を不 動 の ものに した時 であ った。

(4)第4期18731885年

第二 帝政 は,1870年9月4日,普 仏戦 争 でプ ロ シアに敗 北 した こ とに よっ て崩壊

した。皇帝 ナ ポ レオ ン3世 は,9月2日,ス ダ ンで プ ロシア軍 に捕 虜 に なったあ と,

イギ リス に亡命 した。 第二帝 政が 崩壊 し,9月4日 に共和 政が 宣言 され るや,5日

にユ ゴー は19年 間の亡 命生活 に終 止符 を打 ちパ リに帰還 した。 多 くの民衆 は,ユ ゴ

ー に救 国 の十 とな るこ とを求め
,彼 もまた,そ の期待 に応 え よう とした。1871年2

月12日,プ ロ シア と平和 条約 を結 ぶ ため の国民議 会(Assembleenationale)が 成 立

す る と,ユ ゴー はそ の議i員に立 候補 して,第2位 の得 票(21万4000票)で パ リか ら

選 出 され た11>。か って の よ うに,自 らが政界 に身 を置 くこ とに よって,社 会 の変 革

をはか ろ う と したので あ る。

しか し,ユ ゴーの思 い とは裏 腹 に,実 際 の政 治 は理想 どお りには進 まなか った。

まず,国 民議 会 に出席 してみ てユ ゴーが驚 い た こ とは,そ の議会 はお よそ共和 主義

的 な もので はな く,極 め て保守 的 な性格 の強い もの であ った。 しか も,フ ラ ンス の

ため に尽 力 した イ タ リア人 ガ リバ ルデ ィー(Garibaldi)の,ア ル ジ ェ リアで の当選

を無効 にす る との提 案が な され ると,ユ ゴーの怒 りは頂 点 に達 した。彼 は,政 界 に

対 して深 い失望 と幻滅 を感 じ,3月8日,議i員 を辞 職 して しまっ た12)。

しか も追い打 ち をかけ るかの ように次 男 の シャルルが3月13日 病死 した。3月18
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日には,パ リ ・コ ミュー ン(ParisCommune)が 成 立 して,そ れ は,フ ラ ンス人 同

士 が2つ に分 かれ て,血 で血 を洗 うとい う争 いに なって しまった。 こ う した過 酷 な

現 実 を前 に したユ ゴ0に は,現 実的 な もの よ り宗教 的な ものへ の畏敬 の念が ます ま

す 強 くな り,隆 霊術 に傾斜 してい くので あ る。

真 の人 間の解放 とは,そ れは もはや社会 的 な もの で はな く政 治的 な もの で もない。

宗教 の解 放 こそが真 の解放 で はな いか とユ ゴーは思 うように なった。貧 乏 と無 知 と

肉体 とい う三 重の牢獄 に と じ込 め られた民衆 の魂 を解放 す る こ とこそが,真 の 自由

であ り,そ うす る ことが文 学の完 成 につ なが る とユ ゴー は確信 す る にいた るので あ

る。

ユ ゴーが晩 年,こ の よ うな神秘 主義 に走 っ た原因 は,政 治へ の絶 望感 や打 ち続 い

た身 内の不 幸 とい う事 態 があ ったか も しれな い。 しか し,一 歩深 く考察 す る と,ユ

ゴーの思想 には,宗 教 的 な もの は一一貫 して流 れ てお り,人 間の魂へ の探 求 は彼 の永

遠 の テーマ とな ってい た こ とが わか る。す な わち,ユ ゴー の思想 は,表 面的 に は変

遷 を重 ねて いた よ うで はあ るが,そ れ はいたず らな流 浪で は な く,人 間の真 の 自由

を求 め ての旅 であ り,魂 の解放 を もって真実 の解放 とす る 自己完成へ の道 だっ たの

であ る。 隆霊術 こそその到 達点 であ り,そ こで の死 者 との魂 の交流 が,ユ ゴー に真

に 自由を感 じさせ る時で あ った'3)。

3.ボ ナパルテ ィズムへの共鳴

前 章 で ものべ た よう に,ユ ゴー は 自 らの 半生 をふ りか えっ ての思想 遍歴 の 中で,

自分 が ボナパ ルテ ィス トであ る とい うこ とは独 白 してい ない。 しか し,彼 の作 品 を

通 して,彼 が ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トに強 い思 い を懐 いて い た こ とは確 か であ る。

1827年 「ヴ ァ ン ドー ム広 場 の記 念柱 に よせ る オー ド」(『オー ドとバ ラッ ド』 《des

OdesetBallades》)に 代 表 され る よ うに,ユ ゴー は数多 くのボ ナパ ル テ ィズムの詩

を よみ,多 くの人 々 を驚 かせ てい る。 この ように,ユ ゴー とボ ナパ ル テ ィズム は深

い関係 にあ り,ユ ゴー を理 解す るには,両 者 の関係 を考察す る必 要が あ る。

そ こで まず,ボ ナ パ ル テ ィズ ム とは何 か とい う問 題 に一・言触 れて お くこ とにす

る'4)。そ れ は,一 般 的 に はナポ レオ ン体 制 の別名 として広 く用 い られて い るが,経

済 的 な観 点 や政治体 制 的な視点 な どか らの分析 も多 数な され多義 的 な側 面 を もって

い る'5)。た だ ここで は,「 ボナパ ルトの政治体 制 や王朝へ の愛 着」'6)と い う解釈 をふ

まえなが ら,ナ ポ レオ ン的 な る ものへ の憧憬 の念 とい うに と どめてお こ う。英 雄 ナ

ポ レオ ン ・ボナパ ル トの面影 を偲 び なが ら,自 ら もまた,ナ ポ レオ ン的 な生 涯 を歩

みた い との願望 を もってい た とい って もよい であ ろ う。ユ ゴーは,文 学 の世 界 にお

け るナポ レオ ンた ろ うと したので あ る。 た だ,ユ ゴーの 時代 にお ける 「ナポ レオ ン

は ヨー ロ ッパ の国 々に フラ ンス革命 の 自由主 義の思 想 を広 め た英 雄 とい うふ うに考

え られて いた」'7)と い う点 は留 意 してお く必 要が あ る。決 してた んな る独裁 者 で は

なか った ので ある。

1828年12月,ユ ゴーは ナポ レオ ン1世 につ いて謳 った。
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「とこ しえ に彼 は立つ の だ!

い た る ところに!一 燃 える よ うな また凍 る よ うな

彼 の姿が たえず わた しの思 い をゆす る。彼 はわた しの精神 に 創 造の息 吹 き

を吹 き込 む。

わた しはふ るえ 口 には言葉が あふ れで る,

巨大 な彼 の名前 が 後光 につつ まれ て

わた しの詩 のなか に す っ くと立 ちあが る と。

(中略)

あ なたは君 臨す る,わ れ らの時代 に。

天使 か 悪魔 か そ れは問 うところで はない!

あ なたの ワ シは翼 に乗せ て運 びさ る,

われ われ を 息 をつ かせず。

目をそむ けて見 まい とす る者 も い たる と ころ にあな た を見 出す。

わ れ らの 時代の あ らゆ る場面 に あ なた は投 げ る,大 いな る影 を。

ナ ポ レオ ンは とこ しえ に立 つ のだ,暗 く燦然 と

われ らの世 紀 の入 口 に。」(『彼』)'8)

若 きユ ゴーは,皇 帝 ナポ レオ ンの偉 大 さを火 山,灯 台,巨 人,太 陽な どにた とえ

て謳 いあ げてい る。 そ のナ ポ レオ ン1世 が な くな り,後 世 にの ぞみ を託 した一了 ナ

ポ レオ ン2世(NapoleonH,FrancoisCharlesJosephNapoleonBonaparte)も,

1832年7月,ウ ィー ンで オース トリア政 府の監視 下 に置か れ た まま世 を去 っ た。 そ

の時ユ ゴーは,『 ナポ レオ ン2世 』 と題 す る詩で 次の ように よんだ。

「父親 も子 供 もい まは この世 にい ない。

主 よ,あ なたの御 手 は恐 ろ しい1

あ なた はあの無敵 の支 配者,か ず かず の勝 利 をお さめ た あ の男 を まず 手 に

か け られ,そ の後 息子 を葬 って納 骨堂 を仕 上 げ られた。
し い

父 と子 の屍 衣 を縫 うに は

十年 あれ ば充分 だ ったの だ1」19)

ユ ゴーは,ナ ポ レオ ン2世 の死 を惜 んだ。 とい うの も,7月 革命 以後 の不安 定 な

社 会 を安 定 させ,フ ラ ンス革命 が は じめ ナポ レオ ン1世 が 引 きつ いだ偉 大 な事 業 を

完成 させ るの は,ナ ポ レオ ン2世 しかい ない と思 ってい たか らであ る。七 月王政 は,

自ら もまた政権 の安 定 のため には,「 ナポ レオ ン伝説 」 を利 用す る しか ない と考 え,

1840年,ナ ポ レオ ンの遺骨 をセ ン ト ・ヘ レナ 島か らパ リに戻 す こ とに成功 した。 そ

の時の様 子 を,ユ ゴー は 『ナ ポ レオ ンの葬列 』 と題 して記 した。

「家 に戻 って,わ た しは今 日一 日を振 りか えっ た。今 日ナポ レオ ンが通 った,こ

の同 じア ンヴ ァ リッ ド前 広場 の中央 に,今 か ら10年 前,1830年 の7月 革 命 の折 に,

ラ フ ァイエ ッ トの記 念像 が 建 て られ た。(中 略)ラ フ ァイエ ッ トがす っ か り忘 れ去

られ てい る の に対 して,ナ ポ レオ ンは今 で もみ ん なの心 に生 きて いるか らであ る。

ラ フ ァイエ ッ トは一・時代 を画 した人物 とい うだ けの ことだ。 だが,ナ ポ レオ ンは不

滅 の天才 なのだ20)」と。
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さ らにユ ゴー は,第 一 帝政 の崩壊 と ともにフ ラ ンス国外 に永遠 追放 に なった ボナ

パ ル トー一家 を守 るため に熱弁 をふ る った。1847年6月14日,ユ ゴー は貴族 院 で,ナ

ポ レオ ン1世 の弟 で,元 ウェス トフ ァ リア王 の ジェローム ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル

トか ら出 され た嘆願 につ いて擁 護 した。そ こには,ボ ナパ ル トー家 の追放 条項 を廃

止 して,一 家 の帰 還 を認 めてあ げた らどうか,と 訴 え られ てい た。 ユ ゴー は,そ れ

を承認 す る よ うに議員 た ち に呼 びか けたので あ る。 そ の結 びでユ ゴー は次 の ように

主張 した。

「み な さん,そ うした ナ ポ レオ ンの罪 とは以下 の もの です。 キ リス ト教 の再 興,

民 法典 の起草,自 然 の境 界 を越 えた フラ ンス領 土の拡 大,マ レゴ ン,イ エ ナ,ワ グ

ラム,ア ウステ ル リ ッツ といった数 々の戦勝,偉 大 な人 間が偉大 な国民 に もた らし

た,こ れ までで もっ と も輝 か しい力 と栄光 の贈 り物,そ う した もの であ ります!」21)

と。 ユ ゴー のナポ レオ ン1世 を慕 う気 持 は終 生変 わ る こ とな く,彼 の ボナパ ル テ ィ

ズ ムへの信 条 は晩年 になる ほ ど強 くな ってい ったの であ る。

で は,ユ ゴー とボナパ ルテ ィズ ム を結 び つ ける接 点 は何 であ っ たの であ ろ うか 。

換 言 す れ ば,ユ ゴー は,ボ ナパ ル テ ィズム の どこに共鳴 したの であ ろ うか。 以下,

両者 の共通 点 を考 察 してみ よう。

第1に,ユ ゴーの ロマ ン主 義の信 条 であ る。た ん に理性 だ けで物事 を とらえ よう

とす るの では な く,理 性 も情念 も含 め た無限 の全体性 。 そ う した視野 か ら物 事 の本

質 に迫 ろ う とす るユ ゴーに とって,ナ ポ レオ ン1世 は ま さに巨大 な存在 であ った。

一人 の力 で フラ ンス を変 え
,ヨ ー ロ ッパ を動 か し,新 しい時代 を創 造す る。 英雄 ナ

ポ レオ ン1世 の勇姿 こそ,ユ ゴーの ロマ ン主義 の心情 をか きた て,そ れ を具現 化 し

た もの に他 な らなか った。 巨大 な もの,偉 大 な人物 に畏敬 の念 を懐 き,自 らもまた

そ うな ろ う とす るユ ゴー に とって,ナ ポ レオ ン1世 は,理 想 の 人 間 とい う よ りも,

自己の胸 中 に躍動 す る 自分 の生命 そ の ものだ ったの であ る22)。

第2に,ボ ナパ ルテ ィズムの もつ 人民観 であ る。 ナポ レオ ン1世 は人民 の力 を重

視 してい た。彼 は次 の よ うに力 説 した。 「フラ ンスで は大 衆 に頼 って しか偉 大 なこ

とはで きな い。そ れ に,政 府 は支持 のあ る ところへ 行 って支 持 を求め るべ きであ る。

物質 の法則 と同 じく精 神 の法則 に も,曲 げ るこ との で きない,是 非 ない法則 が あ る」23)

と。 ボナパ ル テ ィズ ムは,「 人 民一 大衆 の真 の代 表 で あ る こ とを必 ず し も意味 しな

いが,し か し革命 の あ とで,現 実 に政 治過程 か ら疎外 され,不 満 を抱 い た人民一 大

衆が存 在 して お り,そ の存在 な くしてはボ ナパ ルテ ィズムが成 立 しえ なか っ た こと

はた しか で あ る」24)。ボ ナパ ルテ ィズ ムは,封 建 社 会か ら近代 社 会の転 換期 にあ っ

て,新 た に台頭 して きた人民 大 衆 に焦 点 をあ ててい たので あ る。

この よ うな人民一 大 衆重視 の姿勢 は,ユ ゴー と共鳴す る部分 が あった。彼 もまた,

19世 紀 に入 って,台 頭 す る産業社 会の 中 にあっ て,や や もす る と取 り残 されそ うに

なる民 衆 に光 をあて た。 と くに,社 会 的矛盾 の狭 間 に喘 ぐ女 性 や子供 た ちに 限 りな

い慈愛 の眼 を注 いだ。ユ ゴーは 当初 は,大 革命 の遺 産で あ る人民 主権 は尊重 し,人

民 に も主権が存 在す る ことは認 め てい たが,人 民 が それ を行 使 す るこ とには危惧 を

懐 い ていた。暴 力 を憎 むユ ゴー には,民 衆 反乱 を起 こす民衆 の統 治能 力 には まだ不
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安が あ る と思 えたか らであ る。 しか し,や が て2月 革命 に接 す る こ とに よって,彼

は民衆 の真 の台頭 を認識 し,人 民 が主権 を もつ こ とも行使す る こと も認 め る にいた

っ た。 その結 果,彼 は共和 政体 を支持 す るよ うに なるので あ る。 この ような,人 民

一 大衆 に寄せ る信 条 とい う ものが
,ユ ゴー とボナパ ルテ ィズム を結 びつ ける第2の

要 因であ った。

第3に,自 由 につい ての観 念で あ る。 ユ ゴーの生涯 に変 わ らぬ モ チー フは真 の 自

由 とは何 か,と い う問題 の追 求で あ った。そ の探 求心 は,す で に見 た ように文学 の

解 放 か ら社会 の解放,政 治 の解 放,そ して宗教 の解放 へ と向か って いっ た。 真 の 自

由の価値 の実 現 こそ,ユ ゴーの胸 中 に去 来 してや まない 目標 で あ った。

ナ ポ レオ ン1世 も また,フ ラ ンス 革 命 の理 念 の ひ とつ で あ る 自由 を尊 重 した。

「私 は民 衆 の子 で あ る。 民衆 が真 に 自由 を欲 す る な らば,私 は民 衆 に 自由 を与 え な

け れば な らぬ」25)。 また彼 はい う。 「私 の息子 は言 論 の 自由 に よっ て君 臨せ ざる を

えないで あろ う。 言論 の 自由は今 日の必 然で あ る」26)と 。 ナ ポ レオ ン1世 は 「な に

よ りも 『自由』 を実現 した偉 人 として描 きだ され る」27)の で あ る。 これ は,甥 のル

イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トが強 調 した こ とであ った。

この よ うに,自 由 につ いての具体 的 内容 にな る と少 々の検 討 を必 要 とす るが,形

の上 で は 自由 を強調 して いるボ ナパ ルテ ィズム と真 の 自由 を求 め るユ ゴー とは共鳴

す る部分が 多か った ので ある。

第4に,そ の平和 観 で ある。 ナポ レオ ン1世 もユ ゴー も,ヨ ー ロ ッパ の平和 のた

め には,各 主権 国家 の壁 を超 えて,統 一 した欧州 とい う形 態が 望 ましい と考 えてい

た。 ナ ポ レオ ンはい う。 「ヨ0ロ ッパ とい う同 じ大 地 に住 み なが ら,革 命 や政 治の

争 い に よっ て分 裂 して し まっ た人 々 を,私 は ひ とつ に ま とめ た か っ た の だ」28)。

「私 は国 内の諸 々の党 派 を融和 させ てい たの と同様 に,ヨ ー ロ ッパ の諸 国 のお お き

な利 害の融和 を準 備 しよ うと思 って いたの であ る」29>等 々 と。 こ うした 欧州統 一の

考 え方 はユ ゴー に も通 じる ものが あ る。1849年8月21日 か ら24日 まで,パ リで国際

平和 会議 が開か れた時,ユ ゴー はそ の議長 をつ とめ た。席 上ユ ゴーは,「 開会 の辞」

で,武 力 に よる勝利 が いか に無 意味 で あ るか を力 説 して訴 え た。 「フラ ンス よ,あ

なたが,ロ シア よ,あ なたが,イ タ リア よ,あ なたが,イ ギ リス よ,あ なたが,ド

イッ よ,あ なたが,ヨ ー ロ ッパ大 陸 のすべ ての 国,あ なたが たすべ ての 国が,各 々

の特 質 と各 々の輝 か しい個性 を失 うこ とな く一つ に溶 けあ い,よ り高次元 の統 一 を

実現 す る 日が きっ と来 る」30),「ア メ リカ合衆 国 とヨー ロ ッパ合 衆 国 とい う(拍 手喝

采),互 い に 向 きあ う二 つ の 巨大 な国 の集 合体 が,海 を越 えて 手 を差 しのべ あ い,

そ の製 品 と交易 と産業 と芸術 と天 才 たち を交流 させ,地 球 に新 天地 を開 き,砂 漠 を

開拓 し,創 造主 の見守 るなかで被 造物 を改良 し,人 間 同士 の友愛 と神 の全 知全 能 と

い う無 限 の二つ の力 を結 合 させ て万人 の幸福 を実現 させ るの を見 る。 そ んな 日が き

っ と来 る!」3ユ)。ナ ポ レオ ン1世 もユ ゴー も欧州 の平和 を夢見 て,そ の手段 と して,

欧州統 一 を構 想 したの であ る。理想 的す ぎる嫌 い はあ るか も しれ ないが,そ れが ま

た2人 の ロマ ンをか きたて る ところ とな り,ユ ゴ0は ボ ナパ ルテ ィズムの もつ,こ

う した雄 大 な理想 に深 い共 鳴 を覚 えた のであ る。
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この よ うに,ロ マ ン主義,人 民,自 由,平 和 とい う もの を鍵概 念 と して,ユ ゴー

は ボナパ ルテ ィズム に深 い共 鳴 を寄 せ た。 しか もボナパ ルテ ィズ ムは,そ れ ら4つ

を柱 と しなが らも,さ らにそれ らを融合 させ なが ら,ひ とつ の神 秘的 な雄大 さを漂

わせ て いた。 そ れが また,宗 教 的 な もの に畏敬 の念 を懐 くユ ゴー の心情 に合致 し,

ボナパ ル テ ィズ ムはユ ゴー の胸 中 に深 く焼 き付 い ていた ので あ る。

4.ボ ナパルテ ィズムの形成

ユ ゴーの思想 とい うか,心 情 の 中 に,ボ ナパ ル テ ィズ ムへ の共 鳴が 強 く存在 して

いた こ とは,こ れ までみ て きた とお りで あ る。 で は,ユ ゴーの ボナパ ル テ ィズ ムへ

の共 鳴 は,ど の よ うに して形成 され たの であ ろ うか。 その原 因 を分 析 してみ るこ と

に し ょう。 それ には,3つ の視 点か らの形成 要 因が考 え られ る。

第1に,父 親か らの影響 で あ り,心 理的 な刷 り込 み要 因 とい え よう。 ユ ゴー は当

初,王 党 的 な考 え方 の持主 であ った母 親の影 響 を受 けて,王 政主義 者 であ った。 し

か し,母 親が病死 して,父 親 と接 触す る機会 が増 大す る に したが って,熱 烈 た るナ

ポ レオ ン崇 拝 主義 者 の父親 に感化 されて,彼 も また ナポ レオ ンを尊敬 す るよ うにな

ってい った。 しか しそれ は,む しろ彼 の魂 の底 に眠 ってい たナ ポ レオ ンへ の憧 憬 の

念が覚 醒 され てい った とい う方が 適切 か もしれ ない。彼 が19才 の 時であ った。 もち

ろんそれ に は,若 干 の時 間的落差 が あ った。 具体 的 には,ユ ゴー は国王 ル イ18世 か

ら年金 を も らった り,国 王 や教会 に尽 くした りして いた。す な わち,王 政 主義 的 な

思想 を もち なが ら,心 理的 に はボナパ ル テ ィズ ム を形成 す る とい う二重構 造 を もっ

て いたの であ る。

第2に,時 代状 況 的 な原 因で ある。ユ ゴー は,7月 革命 の 頃か ら自由主 義 を信 奉

す るが,そ れ は時代 的 には七月王 政期 にあ た っていた。七 月王 政 は,復 古 王政 末期

の保守 反動 的 なあ り方 を反省 して,で きる限 り自由 を拡大 して民衆 の支持 をえ よう

とつ とめ た。 しか し,政 治,社 会 的 な安 定 を確 保す るのに は,も う一 歩決 め手 を欠

い ていた。 そ こで,七 月王政 が利用 したのが,復 古 王政 の反動 か ら,ナ ポ レオ ンの

時代 を追慕 す る民 衆 の感情 であ った。民 衆 のナ ポ レオ ン崇 拝熱 を巧 み に用 い て,政

権の安 定 につ とめた ので ある。 その ため に七 月王政 は,1836年,ナ ポ レオ ンが 着工

し,未 完成 で あったエ トワール広場 での凱旋 門 を完 成 させ,1840年 に は,ナ ポ レオ

ン1世 の遺骸 をセ ン ト ・ヘ レナ 島か らパ リに帰 還 させ た。か くして七 月王 政 は,ナ

ポ レオ ン1世 を大切 にす る との 印象 を民衆 に与 え,民 衆 の支持 をえる こ とに成功 し

た。 同時 に七 月工 政期 に,ボ ナパ ル テ ィズム信 仰 は最高潮 に達 したので あ る。経 済

的 に も,産 業 の興 隆 に成功 して,フ ラ ンス資本 主義 の土 台が この期 に作 られ た。

なお,こ の 時期,不 思 議 なこ とに ナポ レオ ン崇 拝 熱 は,フ ラ ンス だ けで は な く,

ヨー ロ ッパ で も盛 り上が り,ド イ ツの ハ イネ(且eine)や ゲー テ(Goethe),イ ギ リ

ス の カー ライル(Carlyle)ら もナポ レオ ン1世 を賛美 した のであ る32)。

こ う した時代状 況 は,時 流 に敏 感 なユ ゴー を刺激 し,彼 の父親 か ら受 けた ナポ レ

オ ン崇 拝熱 はいやが うえに も高 ま り,彼 の ボナパ ル テ ィズ ム信 仰 は頂 点 に達 したの
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であ る。

第3に,ユ ゴーの もっ ていた宗教 的情 念の高揚 とナポ レオ ン崇 拝熱 との融合 で あ

る。ユ ゴ0は 晩年 にいた って,政 治 に失 望 し,身 内の不幸 も重 なった こ ともあっ て,

現 実 との かか わ りを もつ とい うよ りも,む しろ霊 的,神 秘 的 な もの との交流 に傾斜

してい った。 と くに隆霊術 に没頭 し,そ れ を通 して死 者 との対話 をはか る こ とに よ

って,自 己 の魂 の 自由 を享受 してい っ た。そ の 中で,ナ ポ レオ ン1世 との対話 は,

彼 の重 要 な心 の支 えであ った。 た とえば,次 の よ うな実験 の場 面が あ る。

「ヴ ァク リー地上 に文 明 を押 し広 め る当代 の偉 人の列挙 を続 けてお くれ。

シャ トー ブ リア ン 〔フ ラ ンス ・ロマ ン主 義 の作 家。 政治家 と して は外務 大

臣 を務 めた〕。

ユ ゴー 偉 人 の名前 をお ま えが偉 大 だ と思 う順 に挙 げ てい るのか,そ れ と も偶

然 に任せ て挙 げて い るのか?

一 偶 然 な ど とい う もの は
,

ユ ゴー一 列挙 を続 け なさい。

一 ナ ポ レオ ン
。

ユ ゴー一 大 ナポ レオ ンの こ とだ な?

一 も うひ と りの ほ うは墓 場の みみず だ。33)」

ユ ゴー は若 い頃,文 壇 の シャ トー ブ リア ンになる こ とを夢 みたが,1827年,今 度

は文壇 の ナポ レオ ンた らん と した こ とが ある。 シ ャ トーブ リア ンとナポ レオ ン1世

は,ユ ゴー に とって,長 年 にわた って 自己の胸 中に輝 く理想像 だ ったの であ る。

さらにユ ゴー は,ガ ー ンジー 島で 『レ ・ミゼ ラブ ル』 を完成 させ たが,そ の締 め

く くりにあ たって は,古 戦 場 ワー テル ロー を訪 れ,ナ ポ レオ ンを偲 びなが らその筆

を置 い てい る。 そ こでユ ゴー は,ナ ポ レオ ン1世 を 自分の宗 教的信 条 の うえか ら捉

え直 し,独 特 のナ ポ レオ ン像 を描 き出 してい る。 そ れが,ユ ゴ0の ボナパ ルテ ィズ

ムの側 面 を形成 してい るので あ る。 ワーテル ロー にた ったユ ゴー は自問す る。

「ワー テル ロー にお いて は,一 連 の偶 然が双 方 の指 揮官 を支 配 してい る。そ して,

あの運命 とい う不思 議 な報告 につ いて は,わ た しは無 邪気 な裁判 官 として判 決 を く

だ したい」34)。ユ ゴー は,ワ ー テル ローの戦 いは,ナ ポ レオ ン1世 とウエ リン トン,

フラ ンス とイギ リス との戦 い とい うよ りも運命 に導 かれ た もの であ った とみ る。 そ

れ は また,ナ ポ レオ ン1世 に とって は,も はや彼 の時代が終 った こ とを意 味 してい

た。

「ボナパ ル トが ワー テ ルロー の勝 利者 となる,そ れ は もはや19世 紀 の原則 にあっ

て いなか った。 ナポ レオ ンが もはや地位 を しめ る ことの で きない他 の多 くの事実 が

生 じかか ってい た。 ナポ レオ ンには不 幸 な世運 の意志 がす で にず っ と以前 に宣告 さ

れ てい た。 この 巨人 の倒 れ るべ き時機 は来 て いた」35)。「ワーテ ル ロー は一個 の戦

闘 では なか った。 それ は,ひ とつ の世界 の方向転 換 であ った」36)。世界 が ひ とつ の

運命,神 の意志 に導か れ てい る とユ ゴー はみ るが,彼 の言葉 は さ らに続 く。
ひじがね

「ワー テル ローは19世 紀 の肱金 であ った。 その偉 人の消滅 は,一 大世 紀 の 出現 に

必要 であ った。 人間の力 の お よばぬあ る存在 がそ れにあず か ってい たの だ。 英雄 た
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ちの狼 狽 ぶ りも当然 の こ とであ った。 ワー テル ローの戦 い には,戦 雲 の去 来以 上の

ものがあ った。流 星が あ った。神 の お通 りが あ ったの だ」37)と 。

歴 史が人 間 の力 をこえた偶 然や 運命,い な神 の力 によって動 か され る とみ るユ ゴ

ー は
,そ れ だ けに ナポ レオ ン1世 の 出現 も神 の意志 に よる もので あ った と暗示 し,

ナポ レオ ン1世 へ の憧憬 の念 を強 め るのであ る。 ナポ レオ ン1世 はその役割 を終 え

て舞 台 を下 りたが,ユ ゴーか らみ る と,ナ ポ レオ ンが去 ったあ との ヨー ロ ッパ は決

して よ くなった とはい えな い。 ユ ゴー は,神 の意志 に反す るか の ようにい う。

「ヨー ロ ッパ の奥底 は,ワ ーテ ル ロ0以 後,暗 黒 とな った。 ナポ レオ ンの消 滅 に

よって,あ る巨大 な もの が空虚 の ま まなが く残 され たので ある」38)と 。 そ して,ナ

ポ レオ ンの言葉 をひいて歴 史の流 れ を次の ように断言す る。

「1792年 以来,ヨ ー ロ ッパ に起 こったあ らゆ る革 命 は,フ ラ ンス革命 の一一・分子 で

あ る。 自由の精神 はフ ラ ンスか らその光 を放つ 。 これ は天 日の ご と く明 らか な事 実

であ る。それが 目にみ えぬ者 は,め くらだ。これ はボ ナパ ル ト自身の言葉 で ある」39)。

ユ ゴー に とっては,ナ ポ レオ ン1世 は決 して消 え るこ との ない運命 的 な存 在 であ

った。 それ は 自由の精神 となって,人 々の心 の中 に生 き続 け るので あ る。 それ だけ

に,晩 年 のユ ゴーが 宗教 的,神 秘 的 な もの に傾斜 す ればす る ほ ど,自 由の魂 として

ボナパ ルテ ィズ ムへ の信 条 は強 くなって いっ た。 ユ ゴーの宗 教 的情 念 が,彼 自身の

ボナパ ルテ ィズム の形 成 を促 進 してい ったので あ る。 それ は また,換 言 す れば,ユ

ゴーが ボナパ ルテ ィズ ムの もつ神 秘 的 な英雄 主義 とで もい うべ きもの に傾 倒 すれ ば

す るほ ど,自 身の宗教 的情念 も強 くな る とい う相 乗作用 が働 い ていた とい える。

ともあれ,以 上 の ような3つ の要 因が契機 となっ て,ユ ゴーの ボナパ ル テ ィズ ム

は形成 されて いった ので あ る。

5.ナ ポ レオン3世 との対立

ユ ゴー はナ ポ レオ ン1世 を崇 拝 し,敬 慕 してい た。したが って,1848年10月 下旬,

第二共和 政 の大統領 選挙 を前 に して,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トがユ ゴー の 自

宅 を訪 ね て きて選挙 の応援 を依 頼 した時,彼 は快 諾 した。 その理 由 は,主 に以下 の

理 由 か らで あ る。

第1に,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トは,ナ ポ レオ ン1世 の甥 にあ た り,ボ ナ

パ ル ト家 の直系 の跡 取 りであ る。ユ ゴーは,彼 の 中 にナ ポ レオ ン1世 の面影 をみて,

追慕 の念 にか られ,彼 にボナパ ル ト王朝 の再 興 を託 したの であ る。

第2に,ユ ゴー に は政 治へ の関与 の方法 と して,有 力 者 の顧 問役 とな り,そ の立

場 を通 して 自分 の考 え を政 治 に反 映 させ たい との構想 が あ った。 ル イ ・ナポ レオ

ン ・ボナパ ル トに会 ったユ ゴーは,彼 が大統 領 に なった暁 に は,彼 を通 して 自分 の

構想 を実現 しよう との思惑 を働 かせ たの であ る。

第3に,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トが,自 由 を尊 重 し,共 和 主義 を支持 す る

と表 明 したか らで あ る。 「罪深 い英 雄 で あ るナポ レオ ン と,よ き市 民 であ る ワ シ ン

トンの どち らにな りたいか と きかれ た ら,わ た しはワ シン トンと答 え ます 」40)と い
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うルイの言 葉 をユ ゴーは信 じた。彼 を民 主主 義の擁護 者 とみ たので あ る。

か くしてユ ゴーの後楯 は功 を奏 し,ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボ ナパ ル トは,1848年12

月 の大 統領 選挙 で圧 勝 し,大 統領 に選 出 された。本 来 な らばユ ゴー は,そ の思惑 ど

お り,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トを庇護 しつ つ,自 分 の理想 を実現 す る筈 であ

った。 だが,現 実 はそ れ とは反対 に,二 人 は間 もな く敵対 関係 へ と陥 るので あ る。

そ の最 大 の理 由は,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トが,大 統領 の再 選 を禁 じてい る

憲法 を改正 し,皇 帝 に なろ う とす る野心 をあ らわ に した ところ にあ った。1851年12

月2日,ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トはクー デ タを決行 し,議 会 を解散 して,パ

リに戒厳令 を発 した。 ユ ゴー は抵抗 委 員会 の メ ンバ ー とな り,そ の ク0デ タを糾弾

す るが,官 憲 の手 は彼 の 身辺 に も及 んだ。 つい に彼 は,!851年12月11日,ベ ルギ ー

へ脱 出 し,以 後19年 間 に及 ぶ亡命 生活 に入 るの であ る。

だが,そ の亡命生 活 は決 して沈 黙 の 日々で はなか った。ユ ゴー は,ル イ ・ナポ レ

オ ン ・ボナパ ル トに,ま た,皇 帝 ナポ レオ ン3世 とな った彼 に,言 論 のつぶ て を浴

びせ,痛 烈 に批 判,攻 撃 を繰 り返 したの であ る。

「ル イ・ボナパ ル トは フラ ンス を殺 した1ル イ・ボナパ ル トは母 親 を殺 した1」41)。

「ル イ ・ボナパ ル トとは何 か?そ れ は生 きた偽 りの誓 いで あ る。嘘 はつ かず には

め る詐術 の化 身 であ る。 肉 と血 をそ なえた背信 で あ る。将 軍 の帽子 をかぶ り,自 分

を陛 下 と呼 ばせ る背 誓 で あ る」42)。ユ ゴーの糾 弾 は さ らに続 く。 「あ あ!ル イ ・

ボ ナパ ル トは人 び とを殺 す 以上 の こ とを したのだ。彼 は人 び との精神 を弱体 化 した。

市民 の心 を倭 小化 した。 い まこの時 に,自 己放 棄 と義務 の厳 しい道 で,粘 り強 くや

ってい くため には,不 撹 不屈 の種族 で あ らね ば な らない。 私 は どの ような物 質 的繁

栄 の病 根 が公衆 の正直 さを腐 敗 させ よう とす るの か,わ か らない」43)と 。

ユ ゴ ー の ル イ ・ナ ポ レ オ ン ・ボ ナ パ ル トに 対 す る批 判 は,『 懲 罰 詩 集 』

(Chatiments)や 『小 ナ ポ レオ ン』(Napoleon-le-Petit)を は じめ,い ろい ろな詩 や

著作 の 中 で執拗 に続 け られた。 そ れ は,ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トの人 間性,

人格,行 動 を徹 底 的 に糾 弾 す る もので あ った。 「いや,自 由 よ1い や,民 衆 よ1

あいつ を死 なせ て は な らない1あ あ1そ うだ と も。話 があ っけ な さす ぎる,本
れん ち

当に。 あいつ は法 を破壊 し,時 の鐘 を鳴 ら して,神 聖 な廉 恥 心 を,空 へ ふた たび舞
あくらつ

いの ぼ らせ て しまったの に」4h)(『あの男 に呪いあれ』)。「こん な罪 を犯 した男 は悪辣

きわ ま りな い,人 間 の屑 なの で あ る」45)。一読 す る と,ユ ゴー の ル イ ・ナ ポ レオ

ン ・ボ ナパ ル トに対 す る批 判 は,何 か個人 的 な恨 みが あ るので はないか と思 わせ る

ほ ど激 しい個 人攻 撃 に なって い る46)。詩 の形 を とってい る ものが 多 いだ け に,そ う

思 わせ るので あ ろ うが,そ れ ほ どユ ゴー に とって は,ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル

トの背信 は許せ なか ったので あ る。

だが,こ こで注意 しなけれ ばな らない ことは,ユ ゴーの ルイ ・ナポ レオ ン ・ボナ

パ ル トに対 す る批判 は,決 してボナパ ル テ ィズ ムそ の もの の放棄 に はなって いない

とい う ことで あ る。 い なむ しろ,ユ ゴー はル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トに対 す る

批判 を通 して,む しろナポ レオ ン1世 に対す る敬慕 の念 を高 め てい るの であ る。

「農民 よ。 皇帝 とい え ど も二 人い るの だ1偉 大 な皇 帝 と卑小 な皇帝,光 輝 な皇
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帝 と破 廉 恥 な皇 帝,大 ナ ポ レオ ンと小 ナポ レオ ン とが ね!」47)。 「ル イ ・ナ ポ レオ

ンはナ ポ レオ ン1世 の ように皇 帝 に な りたが った。 こう して二 人 を比べ る とほ とん

ど同 じようだが,実 際 は,帝 国 を征服 した人 間 と帝 国 を詐欺 で か らめ とった人 間 と

い う違 いが多 少 は あ る と言 え る だろ う」48)。「この甥 はえ らそ うに,伯 父 で あ る皇

帝 の真似 を してい るだ けなの に。あ あ,な ん とい うこ とだ1あ の広大 無辺 なナ ポ

レオ ンの光輝 を消 し去 るに は,甥 の や った ような ひ どい汚辱 の行為 が必 要 だ ったの

だ!」49)。

ユ ゴー に とって は,ナ ポ レオ ン1世 の存 在 は絶対 的 な もので あった。 それ に比べ

る と,ナ ポ レオ ン3世 は もはや否 定 し,抹 殺 すべ き者以外 の何 物 で もなか った。本

来,ボ ナパ ル テ ィズム とは,ナ ポ レオ ン1世 とナ ポ レオ ン3世 の統 治理念 や体 制の

こ とを さす の であ るが,ユ ゴー に は もはやナ ポ レオ ン3世 の こ とは念頭 になか った。

む しろ消去 すべ き対象 となった のであ る。

ユ ゴー に して みれ ば,ナ ポ レオ ン1世 に対す る尊 崇の念 は強 く,ナ ポ レオ ン3世

を弾呵 したか らとい って,ナ ポ レオ ン1世 に よって原型が 築 かれ たボナパ ル テ ィズ

ム を損 な うもの では なか った。 いなむ しろ,理 念型 と しての ボナパ ルテ ィズ ム信仰

が強か っ ただ けに,そ れ に反 したル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トを糾 弾す るこ とが,

か えって ボナパ ルテ ィズ ムへ の信 条 を高揚 させ る こ とになっ たので あ る。

6.結 語一逆説 の論理 と してのボナパルテイズム

ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トは,ナ ポ レオ ン1世 の跡 を継 ぎ,伯 父 の理想 を実

現 しよ うと した。 あ らゆ る政治 的,社 会的 党派 の利益 要求 を融合 させ,調 和 させ よ

うと した。 国民 一・致 に よる政治 的統合 を成就 し,経 済 の繁栄,社 会 の発展,そ して

国際 環境 の安 定 をはか ろ う と試 み た。彼 には 自 らが ボナパ ルテ ィズ ムの真 の完 成者

で あ る との 自負 が あ り,時 には伯 父 のナ ポ レオ ン1世 を も凌駕 しよう との野心 もあ

った。決 して伯 父 の カー ボ ン ・コピーで終 る こ とで は満足 しなか った のであ る。

複 雑 な政治 的,社 会 的状 況 に対 応す るため には,政 治家 は時 として多 面的 な行動

を とらざる をえ ない こ とが あ る。 社会 的 な秩 序 を維 持す るため には,強 力 な リー ダ

ー シップ を発揮 す る必 要が あ る。 そ れが独裁 的 と思 われ る場合 もあ ろ う。国 際環境

を安 定 させ る とい って も,自 国が何 も しないです む とい うわけ にはいか ない。 時 に

は,海 外へ の侵出 を積 極 的 にはか らざるを えない こ ともあ る。政 治 は生 き物 で あ り,

つ ね に流 動 してい る。一刻 として休 む こ とが ない。決 して 固定化 した り静止 した り

す る もので はない のであ る。 ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トも,こ う した流動性 の

激 しい政 治 的な状況 に立 ち向か わ な くて はな らなか った。 その ため に,そ の行動 は

時 と して多様性 を帯 びざ るをえず,権 謀術 数 も必 要 であ った。決 して単純,直 戴 的

な形 です ます わ けに はい か なか った。 しか し,詩 人 であ り,あ る意 味で は物事 を簡

潔 に捉 えるユ ゴー には,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トの その ような行動 様式 には

理解 で きな い面 が あ った。不可解 で あ り,時 には不信 感 を惹 起す る場面 も多 か った。

と くに,彼 が ボナパ ルテ ィズ ムの真 の体 現者 とな り,伯 父 のナ ポ レオ ン1世 を凌 駕
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しよう とす る こ とな どは全 く許す こ とが で きなか った。か く してユ ゴーは,ル イ ・

ナポ レオ ン ・ボナパ ル トを徹 底 的 に扱 き下 ろ したの であ る。

「ル イ ・ボナパ ル トは中背 で,冷 やや かな青 白い顔 を し,立 ち居振 る舞 いが の ろ

の ろ して,ま だ,目 が ぱ っち り開 き きってい な い人 間み た いだ」50)。「ル イ ・ボナ

パ ル トは 自分 のや っ た こ とを,必 然 的 な行為 だ とか偉 大 な行 為 だ と呼 んで い るが,

そ う した こ とを考 えず に,こ の男 を公 正 に評価 して みた らどうだ ろ う。 こいつ はま
う ぬ ぼ

さ に俗 っぽ く,幼 稚 で,芝 居 が か っ た,自 惚 れ た人物 と言 え る」51)。「この甥 は え

らそ うに,伯 父 であ る皇 帝 の真 似 を して い るだ け なの に。 あ あ,な ん とい う こ と

だ!あ の広 大無辺 なナポ レオ ンの光輝 を消 し去 るに は,甥 のや った ようなひ どい

汚 辱 の行為 が 必 要 だ った のだ!」52)。 「ナポ レオ ンを殺 したの は,ル イ ・ボ ナパ ル

トにほか な らなか った。 ハ ドソ ン ・ロウはそ の命 を奪 っただ けだが,ル イ ・ボ ナパ

ル トはその名誉 を無 に して しまったの であ る」53)。

ユ ゴー はなぜ ここまで激 し くルイ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トを指弾 したので あろ

うか。 ル イが 自由主義,民 主 主義 を擁護 す る との約 束 を破 ったか ら,と の理 由はす

で にのべ た。 また,一 説 には,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トが,大 統領 に当選 し

た暁 には,ユ ゴー を文 部大 臣 にす る と誓 ったが,そ れが履 行 され なか ったか らでは

な いか との感情 的 な瘤 り説 もさ さや かれ てい る54)。しか し,じ つ はユ ゴ0が ル イ ・

ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トを許 さなか っ たの は,も っ と深 い ところ に理 由が あ っ た。

そ れは,ユ ゴー 自身 の中 に,自 分 の方 が真 のボナパ ルテ ィス トで あ る との 自負 があ

ったか らであ る。

当初 ユ ゴー は,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トの 中に,ナ ポ レオ ン1世 の面影 を

み た。 彼 を支持 し,彼 を通 して 自分 のボナパ ル テ ィズ ム像 を具現化 しよ う としたの

で ある。 しか し,間 もな く彼 は,そ の方法 に齪 齪}を感 じるよ うにな った。 ル イ ・ナ

ポ レオ ン ・ボナパ ル トが,ナ ポ レオ ン1世 とは似 て も似 つ かな い人物の よ うに思 え

て きたの であ る。 とと もに,彼 が伯父 以上 の存 在 にな りたが ってい るこ とを感 じた

時,ユ ゴ0は 激 しい嫌 悪感 とともに怒 りを覚 えた。 それ はユ ゴーに とって は,ナ ポ

レオ ン1世 は尊 崇 の対 象 であ り,他 の誰人 も彼 を凌駕 す るこ とはで きない絶対 的存

在 であ ったか らで あ る。 ところが,ル イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トは,や や もす る

と,ユ ゴ0の こう した理想 を踏 み に じり,彼 の夢 を汚泥 で汚 そ う とす るかの ようで

あ った。

ル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トは,伯 父 の理想 を実現 しよう とす るボナパ ルテ ィ

ス トで あ ったが,ユ ゴー もまた,そ れ以 上 の ボナパ ルテ ィズ ムの信奉 者 で あ った。

す なわ ち,二 人 はボナパ ルテ ィズ ムを同 じ基 盤 と しなが ら も,本 質的 には相容 れ な

い ライバ ル だった ので ある。 それ だけ に,ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トのや や も

す る と野心 的 な行動 は,ユ ゴーに とって,許 せ ない もので あっ た。 その ため,そ の

敵対心 を激 し く燃 えあが らせ たので あ る。ユ ゴー の19年 間 にわ たる亡命生 活 は,独

裁者 皇帝 ナポ レオ ン3世 に対す るた んな る徹底 抗戦 で はなか っ た。 それ は,ユ ゴー

自身の ボナパ ルテ ィズ ム信 仰 を純化 す るために,絶 対 に必 要 な 自己へ の戦 いで もあ

ったので あ る。
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くちひげ

こ う考 え る と,「 青 白い顔,や せ て骨張 った横 顔,大 きな鼻,口 髭,狭 い額 に垂

れ下 が った ちぢれ毛,ち っ ちゃ な どん よ りした 目,お どお ど した不安 そ うな態度 。

こう した ものが,笠 をつ け たラ ンプの光 を受 けて浮 き出て見 え た。何 ひ とつ と して

皇帝 ナ ポ レオ ンに似 て い る とこ ろ な どない」55)と の 一文 も,一 見 ル イ ・ナポ レオ

ン ・ボ ナパ ル トに対 す る個 人攻撃 の ようにみ えるが,じ つ は本質 はそ れに とどま ら

ず,ユ ゴーの強 固 なボナパ ル テ ィズ ム信 仰 を さ らに昇華 させ よう とす る挑 戦 で もあ

った とい うこ とが わか るであ ろ う。
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